
地域情報化広域セミナー2018
in旭川「政府におけるオープンデータ推進の取組状況」

内閣官房
情報通信技術（IT）総合戦略室

参事官補佐 宗廣 勲氏

事例① 旭川市
総務部情報政策課 課長補佐

飛田 憲一氏

事例② 室蘭市
経済部観光課長

丸田 之人 氏
(総務省地域情報化アドバイザー)

事例③ 森町
総務課情報管理係長

山形 巧哉 氏
(総務省地域情報化アドバイザー)

『地域の困った』をオープンデータで解決してみる
〜シビックテックの視点〜

一般社団法人コード･フォー･ジャパンアドバイザー

株式会社MIERUNE 取締役 古川 泰人氏
(総務省地域情報化アドバイザー)

政府では、「平成32年度までに、地方公共団体のオープンデータ取組率を100％」という
目標を掲げています。今年度、総務省では自治体職員向けの研修支援事業を展開予定です。
そこで、
オープンデータ推進の最新状況と道内先進自治体の事例や活用策を紹介し、また、データの
利活用をディスカッションするワークショップを通じて、地域でのオープンデータ推進機運
を醸成し、取組を一歩進めるためのセミナーを開催します。

１３：３０～１７：００
開場 1３:００

２０１8

11.２1（水）

お申込:一般財団法人全国地域情報化推進協会 (APPLIC)のホームページ https://www.applic.or.jp/asahikawa →
お問い合わせ: 北海道総合通信局 情報通信振興課 hok-ict@soumu.go.jp 

会場:
旭川勤労者福祉会館
(旭川市6条通4丁目)

一歩進めるための
オープンデータ

「(高齢者)福祉」「観光」「防災・防犯」
テーマごとに、データ活用の
グループ討議を行います。
※申込時に、お選びください。

定員80名・無料
(ワークショップ20名)

ファシリテーター
株式会社DKdo

取締役
黒井理恵氏

主催
総務省北海道総合通信局

一般財団法人全国地域情報化推進協会
北海道テレコム懇談会

後援
北海道
旭川市

https://www.applic.or.jp/asahikawa
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